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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 ８
・
８
平
和
を
考
え
る

長
崎
集
会 

 

８
月
８
日
、
勤
労
福
祉
会

館
大
会
議
室
で
４
年
ぶ
り
と

な
る
「
第
２
４
回 
８
・
８

平
和
を
考
え
る
長
崎
集
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。 

集
会
は
主
催
者
代
表
の
山

田
支
部
長
、
米
地
九
州
地
方

本
部
委
員
長
の
挨
拶
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
続
い
て

ピ
ー
ス
リ
ン
ク 

広
島
・

呉
・
岩
国
世
話
人
の
新
田
秀

樹
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
今
だ

か
ら
基
地
を
問
う 

基
地
は

平
和
を
も
た
ら
す
の
か
」
と

題
し
て
講
演
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。 

昨
年
１
２
月
の
「
大
軍
拡
」

の
閣
議
決
定
以
降
、
沖
縄
の

み
な
ら
ず
広
島
で
も
基
地
機

能
強
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

海
上
自
衛
隊
最
大
拠
点
の
呉
。

在
日
米
軍
最
大
級
の
基
地
で

あ
る
岩
国
。
そ
し
て
今
も
自

衛
隊
・
在
日
米
軍
施
設
が
集

ま
る
広
島
。
日
清
・
日
露
戦

争
か
ら
他
国
侵
略
の
出
撃
基

地
で
あ
っ
た
軍
都
「
ひ
ろ
し

ま
」。
広
島
が
原
爆
の
目
標
都

市
に
選
ば
れ
た
要
因
の
一
つ

に
は
軍
隊
・
軍
需
産
業
の
集

積
地
だ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。 

 

 
 

 こ
の
広
島
が
平
和
都
市
で
あ

り
続
け
る
の
か
否
か
は
、
平

和
を
求
め
る
私
た
ち
の
運
動

に
か
か
っ
て
い
る
。
新
田
氏

は
全
国
各
地
で
基
地
機
能
強

化
反
対
の
声
を
上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
訴
え
ら
れ
ま

し
た
。 

講
演
の
後
に
は
、
ピ
ー
ス

サ
イ
ク
ル
の
到
着
報
告
や
、

福
岡
、
広
島
の
仲
間
か
ら
の

活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

集
会
の
最
後
は
２
０
２
３
年
、

８
・
８
平
和
を
考
え
る
長
崎

集
会
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。 

今
回
の
集
会
の
よ
う
に
行

動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
自
分
た
ち
の
子

ど
も
や
孫
の
世
代
を
守
る
た

め
に
も
、
私
た
ち
は
こ
れ
か

ら
も
平
和
へ
の
想
い
を
訴
え

て
い
き
ま
す
。 

 ２
３
ピ
ー
ス
サ
イ
ク

ル
長
崎
ル
ー
ト 

 

４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
２
３
ピ
ー
ス
サ
イ
ク
ル
長

崎
ル
ー
ト
（
以
下
、
Ｐ
Ｃ
）。

コ
ー
ス
は
佐
賀
県
唐
津
か
ら

玄
海
原
発
、
佐
世
保
を
経
て

長
崎
に
至
る
２
日
間
約
１
７

０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
行
程
。

台
風
６
号
が
直
撃
す
る
と
の

予
報
が
出
さ
れ
た
た
め
、
参

加
で
き
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー

も
い
ま
し
た
が
、
首
都
圏
か

ら
参
加
さ
れ
た
久
保
さ
ん
・

佐
藤
さ
ん
の
２
人
と
支
部
の

３
人
で
Ｐ
Ｃ
を
行
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。 

 

 

８
月
７
日
、
唐
津
を
出
発
。

玄
海
原
発
で
原
発
稼
働
反
対

の
要
請
書
を
手
交
。
き
れ
い

な
玄
界
灘
を
見
な
が
ら
海
沿

い
の
道
を
快
適
に
走
行
。
途

中
、
伊
万
里
で
長
崎
か
ら
の

参
加
者
と
合
流
。
午
後
か
ら

は
Ｐ
Ｃ
名
物
、
炎
天
下
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た

が
、
午
後
１
６
時
ご
ろ
佐
世

保
の
宿
に
到
着
。
夜
の
懇
親

会
で
は
久
し
ぶ
り
の
再
会
に

花
が
咲
き
ま
し
た
。 

翌
８
日
、
台
風
の
影
響
を

最
小
限
に
す
る
た
め
６
時
半

に
出
発
。
幸
い
台
風
が
遅
れ

た
た
め
雨
は
ほ
と
ん
ど
降
ら

ず
曇
り
空
、
ま
た
台
風
に
向

か
う
追
い
風
に
も
助
け
ら
れ

１
４
時
に
長
崎
に
到
着
。
予

想
外
に
快
調
な
サ
イ
ク
リ
ン

グ
で
し
た
。 

来
年
も
実
施
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
一
緒
に
サ
イ
ク
リ
ン

グ
に
行
き
ま
し
ょ
う
。 

 ８
月
９
日
、７
８
回
目

の
原
爆
の
日 

 

台
風
６
号
の
影
響
で
原
水

禁
長
崎
大
会
の
閉
会
総
会
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

早
朝
か
ら
の
雨
で
原
爆
の

日
の
爆
心
地
公
園
の
人
は
ま

ば
ら
で
し
た
が
、
午
前
７
時

半
に
長
崎
原
爆
朝
鮮
人
犠
牲

者
追
悼
集
会
が
開
催
さ
れ
、

支
部
か
ら
も
集
会
に
参
加
し

ま
し
た
。 

そ
の
後
、
９
時
よ
り
長
崎

原
爆
資
料
館
で
ピ
ー
ス
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
手
交
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

 

 

毎
年
、
全
国
か
ら
反
戦
、

平
和
を
求
め
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
折
り
鶴
が
長
崎
に
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
年
、

ピ
ー
ス
サ
イ
ク
ル
長
崎
ネ
ッ

ト
が
代
表
し
て
原
爆
資
料
館

の
館
長
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手

渡
し
ま
す
が
、
今
年
も
全
国

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
平
和
へ
の

熱
い
思
い
を
被
爆
地
長
崎
に

届
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

ま
た
例
年
行
わ
れ
て
い
る

ピ
ー
ス
ウ
イ
ー
ク
市
民
平
和

集
会
も
、
場
所
を
屋
内
に
変

え
て
１
０
時
３
０
分
か
ら
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙・ 「みらい」 

ＮＯ．４３７３ 

`23 年8 月15 日（火） 

℡･Fax 095-828-1953 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        


